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圃・

合一
U

水
際
鎚
越
の
和
制
裁

l
子
取
川
の
水
絡
の
健
諮
に

一
宮
肢
に
陣
し
た
と
、太

m牛
一
の
信
長
日
記
に
見
え
、

関
し
て
段
を
同
し
た
も
の
h
最
も
古
き
は
、
土
農
桜

一
防
長
沢
年
前
出
利
長
が
球
世
帯
ゐ
て
金
持
か
ら
南
下

休
の
正
飽
凶
年
に
諾
し
た
三
州
大
路
水
縦
で
あ
ら

一
し
た
時
に
は
、
手
刷
・
浅
の
こ
川
を
捗
っ
て
=
一
堂
山

ぅ
。
日
〈
、
手
取
川
は
古
へ
帥
聞
東
か
ら
金
保
に
誤
る

一
に
附
し
た
と
、
家
忠
日
記
に
見
え
、
文
一
世
に
は
加

道
路
の
邸
下
に
沿
う
て
流
れ
、
古
保
川
町
刷
h
T
e
終
て
河

一
賀
が
前
川
氏
の
領
有
に
隠
し
て
か
ら
、
手
取
川
の
水

北
潟
に
設
ぎ
、
遂
に
大
田
町
筏
に
入
っ
た
o
そ
の
頃
富

一
を
波
川
に
疏
通
せ
し
め
て
、
唯

一
水
た
ら
し
め
た
と

腰
ハ
今
金
石
)
の
郊
訴
は
な
〈
て
、
大
野
の
み
で
あ
っ

一
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
o
今
筏
を
別
に
設
と
い
ふ
こ
と
も

た
の
で
あ
る
。
後
水
協
南
に
制
じ
、
元
同
問
の
頃
は
包

一
夙
く
白
山
富
来
山
間
府
中
記
録
苧
品
開
四
年
の
僚
に
見
え

丸
・
船
山
町
の
川
を
縦
、
松
本
の
抽
出
に
古
川
ち
た
。
是
を

一
て
ゐ
る
と
。

以
て
帥
聞
旅
か
ら
松
本
に
来
る
ま
で
、
部
wm
の
名
に
尚

一
会一
U
水
協
移
動
の
考
山
市
川

l
手
取
川
が
そ
の
疏
械
を
鑓

と
い
ふ
も
の
多
く
、
地
味
問
問
問
、
石
際
土
巾
に
泌
じ

一
じ
た
こ
と
は
考
鋭
に
能
く
な
い
。
即
ち
今
の
水
路
以

て
下
聞
で
あ
る
。
そ
の
後
帯
び
南
港
し
、
寺
到
の
コ
二

北
に
在
つ
て
は
、
土
地
の
朕
陸
一
た
び
河
床
と
な
っ

遊
山
の
泌
を
地
ぎ
、
本
音
ハ
A
守
主
〈
川
U

と
穏
と
の
聞
に

一
た
こ
と
を
知
h

リ
得
べ
〈
、
地
名
に
就
い
て
見
る
も
、

住
ぎ
、
今
日
の
形
勢
を
な
し
た
。
子
取
の
名
は
出
永

一
明
烏

・
森
島
容
の
狽
悩
に
二
十
俄
を
開
削
す
る
こ
と
が

の
頃
に
起
白
、
伎
は
M
M
U
T
の
頃
ま
で
今
総
と
い
う
た

一
で
き
る
o
川
し
て
杭
溢
の
結
m
m
、
時
に
現
時
の
水
路

と
。
次
い
で
文
化
十
二
年
白
川
渋
川
は
、
そ
の
抗
金

一
か
ら
問
に
汎
植
し
た
こ
と
も
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
ヰ一

城
三
河
考
巾
に
、

=一
州
大
節
水
純
の
訟
を
駁
し
た
。

一
械
は
之
を
以
て
最
南
限
と
見
ら
れ
、
左
併
に
於
い
て

臼
〈
、
手
取
川
は
古

へ
の
兆
祭
河
で
、
能
決
・石
川
二

一
は
一
も
ぬ
を
以
て
名
づ
け
る
地
名
を
見
な
い
。

H
つ

郡
境
で
あ
る
筈
だ
か
ら
、
河
版
そ
の
初
は
、
今
の
山

一
戸時
永
の
頃
阪
に
今
桜
川
な
る
分
械
を
佐
じ
て
ゐ
た
こ

貼
用
水
の
支
聞
か
ら
、
石
川
郷
大
竹
と
能
美
郷
宮
伯

一
と
は
、
金
城
=
一
河
考
の
設
の
如
く
な
る
べ
く
、
政
卒

新
の
附
を
枕
れ
、
能
尖
の
三
反
仰
と
石
川
の
吉
川
川
町

一
脱
従
犯
に

『m
e
h
a

は
供
利
伽
印
刷
に
敗
川
し
、
我
先
に

島
町
加
を
地
ぎ
、
手
取
村
に
沿
ひ
、
比
築
地

〈
今
年

一
と
脱
線
・今
際
・安
宅
を
指
し
て
ぞ
宮
前
行
き
け
る
。
駒

加
V

に
入
っ
た
の
で
あ
ら
う
o
H
つ
今
棚
田
川
は
、
比

一
に
任
せ
て
行
制
に
、
小
川
大
行
附
酬
の
洪
水
に
、
先
陣

祭
河
が
そ
の
品
川
m
U
を
刺
じ
た
も
の
で
な
く
、
滋
永
の

一
統
る
れ
ど
後
帥
之
を
援
け
ず
。
』
と
あ
っ
て
今
筏
の
名

頃
出
融
市
河
の
上
流
か
ら
分
一
蹴
し
て
新
た
に
一
水
と
な
が
見
え
、
そ
の
小
川
大
行
事
と
い
・
ぬ
も
の
は
今
の
大

っ
た
も
の
で
あ
る
。
般
に
M
N
H
Y

・
天
文
の
戦
史
に
今

一
腹
寺
川
で
‘
門
的
時
手
取
川
の
本
統
が
こ
の
線
に
在
つ

淡
の
名
底
割
れ
‘
そ
の
河
政
能
央
部
山
上
・

彼
抽
出
二

一
た
も
の
と
閉
山
は
れ
る
o
但
し
こ
れ
は
平
安
朝
初
期
の

郷
を
岡田
し
て
、
能
尖
・
石
川
二
仰
の
仰
を
成
さ
ぬ
。

一
慌
時
と
典
に
し
て
、
古
〈
は
略
今
の
榔
持
に
沿
ひ
、

か
く
の
如
く
二
水
川
ん
で
協
に
入
っ
た
の
で
、
市計指

一
下
抗
手
取
刺
-
m
T
加
村
戸
部
比
拙
ち
を
総
て
松
山
に
入
つ

有
名
な
る
比
築
技
に
射
し
て
、

一
を
今
泌
と
い
う
た

-
た
の
な
る
べ
く
、
比
祭
河
の
名
も
こ
れ
か
ら
起
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
後
向
こ
の
拭
態
で
あ
っ
た
か
ら
、

一
の
で
あ
ら
う
。

天
正
八
年
間
三
月
九
日
柴

m勝
家
が
一

向
一

佼
討
伐

一
(
四
〉
手
取
川
の
名

m
l次
に
手
取
川
の
名
様
に
就
い

の
お
加
引
に
入
っ
た
時
、
泌
・
手
取
二
川
を
捗
っ
て

一
て
は
、
比
出
来
河
の
一
名
で
あ
ら
う
と
閉
山
は
れ
る
o
m
m

T
ト

i
テ
八

テ
ド
リ
キ
ヨ
ウ

手
取
峡

手
取
川
は
石
川
郡
吉

野
附
近
に
至
っ
て
、
猿
飛
・
五
色
ぷ
附
・
相附
γ
揃
・
不
老

峡
・1
M
門
総
等
の
奇
防
総
景
を
現
出
す
る
。
そ
の
武

門
総
よ
り
上
流
凡
そ
三
粁
の
聞
は
、
所
前
手
取
肢
で

し
河
慌
に
数
名
あ
る
は
極
め
て
副
首
泌
の
こ
と
で
、
も

一

と
手
取
村
附
近
を
統
れ
る
時
手
取
川
と
い
ひ
、
下
統

一

民
衆
村
附
近
で
比
祭
河
と
い
は
れ
、
比
策
協
に
務
ち
一

た
が
、
後川
仰木
疏
の
凶
器
し
て
今
波
川
の
み
と
な
る
一

に
及
び
、
手
取
川
の
名
は
亦
今
波
川
の
一
名
に
な
っ
一

た
の
で
あ
ら
う
。
源
義
仲
が
平
軍
を
追
験
し
た
降
、

一

河
水
の
郡
溢
に
担
う
て
、
士
事
互
に
手
を
取
っ
て
捗

一

る
こ
と
を
得
た
お
の
名
で
あ
る
と
い
ひ
、
若
し
く
は
一

こ
の
際
筑
間
入
勝
宮
に
減
水
を
印
刷
っ
て
漸
く
捗
る
こ

一

と
を
得
た
か
ら
、
大
に
手
を
取
ら
せ
た
と
の
な
味
で
一

あ
る
と
す
る
類
は
、
組
酒
務
に
し
か
値
せ
ぬ
。

一

〈
泊
)
天
践
と
し
て
の
手
取
川

l
手
取
川
は
加
賀
第
一
一

の
天
険
で
、

一
回
の
形
勢
を
二
分
す
る
。
大
化
の
古
一

へ
此
の
川
を
以
て
加
賀

・
江
泊
二
榔
の
邸
と
し
た
も

一

の
自
に
之
に
凶
る
。
戦
凶
の
時
凶
中
の
一
向
一
授
が
、
一

日
に
二
大
鎖
倒
に
分
か
れ
て
特
製
の
活
制
を
し
た
の

一

も
、
亦
こ
れ
あ
る
が
鈎
で
あ
っ
た
。
悩
時
河
筒
の
江
一

泊
・能
楽
二
加
を
間
二
榔
と
い
ひ
、
河
北
の
石
川
・
河

一

北
二
泌
を
祐
二
部
と
も
奥
部
と
も
い
ひ
、
雨
二
却
は
一

朝
倉
氏
と
角
逐
し
、北
二
部
は
上
移
民
を
阻
止
し
た
。
一

耐
し
て
朝
合
氏
も
上
杉
氏
も
共
に
閥
内
に
位
入
し
た

一

に
拘
ら
ず
、
河
水
を
越
え
て
一
歩
を
勉
め
る
こ
と
能
一

は
な
か
っ
た
も
の
、
如
何
に
そ
の
沼
駅
上
の
製
醤
で

一

あ
っ
た
か
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
滞
政
の
時
に
在
つ

一

て
も
、亦
手
取
川
を
上
街
選
第
一
の
防
銀
総
と
強
み
、

一

河
水
に
幅
削
帥
散
を
架
す
る
こ
と
な
〈
し
て
泌
一
に
的

へ一

た
。
是
を
以
て
行
政
の
苔
銀
貨
に
容
易
で
な
か
っ
た
一

こ
と
は
、
之
を
稲
南
町
聞
の
来
遊
胞
に
徴
し
て
も
知
ら

一

し
る
。

テ
ノ
ウ
チ
ノ
ゴ
シ
ヨ
手
ノ
内
白
御

書

本

願
寺

教
如
が
五
且
叶
五
日
附
で
能
楽
却
の
川
掃
除
惣
巾

・
出削

佐
谷
惣
巾
に
県

へ
、
そ
の
助
勢
を
求
め
た
も
の
で
、

脳

一
一
側
、
長
さ
四
入
線
、
そ
の
小
な
る
を
以
て
名

づ
け
る
。
天
正
入
年
の
も
の
な
る
べ
く
、
珠
洲
榔
妙

別
問
寺
の
笠
鮒
の
御
哉
と
同
閉
山
に
M

即
す
る
。

テ
ノ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ

手
間
神
社

隠れ
M
m

羽
坂
に

鎮
座
す
る
。
式
内
容
加
副
社
記
に
、『
手
之
開
制
一
世
。
刑
制

坂
村
銀
座
。
或
都
=
棚
森
明
耐
ザ
泊
四
枇
也
。
』
と
あ
る
。

デ
ハ
マ

出
演

須
咋
榔
抑
制
山
の
泊
柄
。

デ
ハ
マ
チ
出
羽
町

金
持
の
川
名
。
滞
政
中
は

武
士
の
邸
地
で
、一

椿
町
よ
り
四
和
問
主
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
添
附
に
篠
原
出
羽
守
の
府
知
が
あ
っ
た
、
め

の
町
名
で
あ
る
。
陸
軍
耐
径
は
温
々
武
士
の
家
屋
を
殴

っ
て
品
と
し
た
の
を
、
明
治
十
九
年
以
月
金
神
路
市

あ
る
。テ
ド
リ
ザ

9
ド
ヲ

作
徳
。
テ
ド
リ
シ
ン

手
取
新

る
部
前
。

テ
ド
リ
パ
シ
手
取惜拍

車
附
政
時
代
で
は
手
取
川

に
架
舵
が
な
く
、
製
住
凹
肺
の
附
問
屋
に
回
す
る
舟
超
人

夫
と
神
山
飴
と
が
滋
仰
せ
ら
れ
、
綱
繰
り
の
方
法
に
よ

っ
て
飲
符
及
び
荷
物
を
辺
燃
し
た
が
、
洪
水
の
際
は

全
〈
交
泌
を
壮
絶
せ
し
め
ら
れ
た
か
ら
、
石
川
淵
水

町
聞
と
能
渋
柿
小
松
茶
屋
町
と
の
滋
踏
を
細
川
出
り
で
抗

断
す
る
と
共
に
、
川
端
中
山
川
舟
同
国
と
裂
い
た
木
札
を
備

げ
て
公
示
し
た
。
明
治
以
後
も
こ
の
倣
況
が
向
縦
き
、

明
治
夫
U
F
御
巡
幸
の
際
に
は
特
に
舟
崎
を
mw
ペ
、
御

刷
(
に
召
し
て
御
溜
池
に
な
っ
た
。
私
人
の
出
闘
に
よ

っ
て
岱
践
を
取
る
似
般
の
で
き
た
の
は
明
治
二
十
一

年
の
こ
と
で
あ
り
、
将
が
木
舗
を
架
し
た
の
は
克
に

そ
の
後
で
あ
る
。

，、
四

五

手
原
作
徳

石
川
縦
長
底
住
に
邸
す

J
サ
タ
ド
グ


